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11
月
１
日
㈭
、
富
浦
町
の
第
二
富
浦
墓
地
内
に
完
成

し
た
『
登
別
市
共
同
墓
』
の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
家
族
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
焼
骨
を
納

骨
す
る
共
同
墓
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む

現
代
に
お
い
て
、
需
要
が
増
し
て
お
り
、
供
用
開
始
日

ま
で
に
68
件
129
体
の
申
し
込
み
に
加
え
、
301
人
か
ら
生

前
予
約
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
納
骨
初
日
と
な
っ
た
11
月
７
日
㈬
に
は
、
18
体
を
収

容
。
納
骨
期
間
は
、
４
月
か
ら
11
月
ま
で
と
し
て
い
ま

す
が
、
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
２
１
３
９
）
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
別
市
共
同
墓
供
用
開
始

永
き
に
わ
た
る
安
心
を

▲�3,000体の焼骨が収容可能な
『登別市共同墓』
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▲�市長から表彰状を受け取る受賞者

▲�これまでの功績をたたえられた受賞者

　
11
月
３
日
㈯
、
市
民
会
館
で
、
『
平
成
30
年
度
登
別
市
功
労

者
表
彰
・
登
別
市
表
彰
表
彰
式
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
登
別
市
功
労
者
表
彰
・
登
別
市
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
登

別
市
の
行
政
や
社
会
福
祉
な
ど
に
貢
献
さ
れ
、
市
民
の
模
範
と

な
る
行
い
を
さ
れ
た
方
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
登
別
市
功
労
者
５
人
、
登
別
市
表
彰
23
人
・
１

団
体
（
自
治
貢
献
表
彰
９
人
、
社
会
貢
献
表
彰
８
人
、
教
育
文

化
貢
献
表
彰
３
人
、
篤
志
貢
献
表
彰
１
人
・
１
団
体
、
善
行
表

彰
２
人
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
の
紹
介
や
市
民
憲
章
の
唱
和
な
ど
を

行
っ
た
後
、
小
笠
原
市
長
が
式
辞
を
述
べ
、
受
賞
者
や
受
賞
団

体
の
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
、
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
中な

か

川が
わ

信し
ん

市い
ち

さ

ん
が
、
「
本
日
の
受
賞
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
永
年
に
わ
た
る

温
か
い
ご
指
導
と
ご
支
援
の
た
ま
も
の
。
こ
の
感
銘
を
胸
に
刻

み
、
市
勢
の
発
展
と
振
興
の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
、
受
賞
者
は
、
表
彰
の
喜
び
と
重
み
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。

平成30年度登別市功労者表彰・
登別市表彰表彰式

永年の功績をたたえて

　
11
月
10
日
㈯
、
東
京
圏
で
生
活
す
る
登
別
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
人
々
で
構
成
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
会
『
東
京
登

別
げ
ん
き
か
い
』
の
総
会
と
懇
親
会
が
、
羽
田
空
港
国

内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
や
関
係
者
な
ど
、

約
100
人
が
、
設
立
30
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
ふ
る
さ

と
登
別
を
思
う
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
に
発
足
し
、
長
き
に
わ
た
り
登
別
市
に
関

す
る
情
報
を
東
京
圏
で
発
信
し
続
け
て
き
た
『
東
京
登

別
げ
ん
き
か
い
』
。

　
８
月
に
は
、
『
ふ
る
さ
と
登
別
応
援
ツ
ア
ー
』
と
し

て
、
登
別
を
訪
れ
、
川
上
公
園
に
記
念
植
樹
を
行
う
な

ど
、
登
別
へ
の
思
い
を
形
に
す
る
同
会
会
員
は
、
ふ
る

さ
と
の
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

第
30
回
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
総
会
・
懇
親
会

ふ
る
さ
と
を
応
援
し
て
30
年

▲�恒例となっている東京登別げんきかい総会での鬼踊り
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